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弥富市文化協会
事務局　教育委員会生涯学習課
　　　　総合社会教育センター

令和7年11月14日（金）～ 16日（日）
◆出  品  数　文化協会：238点　一般：136点
　　　　　　市内小中学校・高校：205点
◆来場者数　945名

秋・37回 市民文化展秋・37回 市民文化展
～日頃の成果を発表～

　22の部が講習会・大会を開催しま
した。日頃の活動の様子を見たり参
加したりしての楽しい時間でした。●と　き：11月７日（金）～ 12月14日（日）　●ところ：社会教育センターほか

大藤小学校

桜小学校

白鳥小学校 栄南小学校 弥生小学校俳句部

弥富中学校短歌部

絵画部 マイ・ピクチャー倶楽部

 秋令和7年 秋の特別企画講習会・大会

陶芸部：希望の作品作りを体験 太極拳クラブ：太極拳の基本動作など溌剌と

表千家茶道部：お茶の飲み方・点て方を体験 囲碁部：全員で自由対局
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県文連　西尾張部芸能大会愛知県民茶会
●日　時　令和7年10月19日（日）
●場　所　大府市  愛三文化会館

●日　時　令和7年12月21日（日）
●場　所　大口町民会館
　西尾張部９市町村の代表が一堂に会し、芸能を披露
しました。
　フラダンス部フラ・マヒナのみなさんがヒロ・ メ
ドレーやマヌ・メレなど４曲を華やかに音楽に乗って
舞台いっぱい踊り、会場は大いに盛り上がりました。

　弥富市文化協会から茶道部をはじめ26名で市のバ
スを利用して会場へ向かいました。
　会館のロビーでバイオリンと琴の演奏もあり、和室
ではゆったりとした雰
囲気の中で抹茶と秋の
和菓子を美味しく頂き
ました。

ロビーでの
コンサート

フラ・マヒナの
みなさん

ゆったりとした
雰囲気の中で

　
本
年
度
も
た
く
さ
ん

の
応
募
者
が
あ
り
、
優

秀
な
作
品
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

本年の応募者数2,414名（昨年比17名増）
表彰式　令和7年11月15日（土）
下記のとおり入選者の表彰を行いました。

【
表
彰
式
の
風
景
】

第十八回市民俳句大会第十八回市民俳句大会第十八回市民俳句大会
《
一
般
、
高
校
生
の
部
》

一
般
、
高
校
生
の
部
　

入
選

《
中
学
生
の
部
》

《
小
学
生
の
部
》

一
般 

武
藤
一
美

一
般 

澤
井
　
明

二
年 

髙
田
そ
ら

一
般 

佐
藤
守
活

一
般 

伊
藤
昭
恵

一
般 

山
田
義
春

三
年 

谷
口
桃
花

二
年 

具
志
堅
　
奏
太

一
般 

河
村
仁
誠

二
年 

與
那
嶺
福
汰
郎

三
年 

山
田
　
桜

三
年 

加
藤
　
駿

二
年 

迫
田
晃
雅

三
年 

髙
橋
海
音

一
年 

高
木
慶
近

一
年 

岡
村
陽
織

二
年 

山
本
　
美
百
合

三
年 
太
田
奈
那

三
年 
久
田
一
颯

三
年 

加
賀
悠
介

五
年 

服
部
叶
豊

四
年 

山
本
　
未
紅
那

二
年 

居
軒
羽
留

六
年 

佐
竹
凜
音

三
年 

古
川
雄
晴

一
年 

丹
村
紬
希

四
年 

渥
美
敬
太

六
年 

大
川
真
由

四
年 

早
川
彩
賀

五
年 

上
野
楓
馬

中
学
生
の
部
　

入
選

小
学
生
の
部
　

入
選

◆
弥
富
市
長
賞

帰
り
た
い
祖
母
の
言
の
葉
セ
ミ
に
消
え

位
田
　
真
裕
子

一
般

◆
中
日
新
聞
社
賞

蝉
が
鳴
く
短
き
命
尽
き
る
ま
で

伊
藤
優
花

一
年

◆
弥
富
市
長
賞

鳴
け
よ
鳴
け
蝉
の
命
は
あ
と
少
し

橋
野
　
凛
佳
子

二
年

◆
弥
富
市
長
賞

あ
ぶ
ら
ぜ
み
歌
え
な
い
ほ
ど
暑
い
日
々

山
口
和
馬

五
年

◆
弥
富
市
教
育
委
員
会
賞

そ
の
羽
を
も
っ
と
見
せ
て
よ
揚
羽
蝶

高
木
凛
子

三
年

◆
弥
富
市
教
育
委
員
会
賞

い
さ
ぎ
よ
く
せ
ん
こ
う
花
火
落
ち
て
い
く

森
　
心
太
朗

五
年

◆
弥
富
市
文
化
協
会
会
長
賞

盆
踊
り
一
つ
の
輪
に
な
り
和
に
も
な
る

鈴
木
千
咲

三
年

◆
弥
富
市
文
化
協
会
会
長
賞

梅
雨
の
日
の
ぬ
れ
た
蜘
蛛
の
巣
ひ
か
っ
て
る

佐
藤
紗
彩

五
年

◆
中
日
新
聞
社
賞

蛍
た
ち
私
の
道
も
て
ら
し
て
よ

水
谷
愛
夏

三
年

◆
中
日
新
聞
社
賞

マ
マ
の
声
せ
み
の
声
よ
り
う
る
さ
い
な

伊
藤
暖
人

三
年

◆
弥
富
市
教
育
委
員
会
賞

帰
省
子
の
老
母
に
つ
く
る
常
備
菜

川
畑
淑
子

一
般

◆
弥
富
市
文
化
協
会
会
長
賞

夏
ま
つ
り
は
ぐ
れ
ぬ
よ
う
に
ぎ
ゅ
っ
と
手
を

児
玉
有
杏

二
年
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十
一
月
二
十
六
日
研
修
旅
行
が
催
さ

れ
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
文
化
協
会
役

員
、
各
部
会
員
合
わ
せ
て
三
十
七
名
で

出
発
し
た
。

　

高
速
道
路
を
利
用
し
約
一
時
間
半
で

「
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
」
に

到
着
し
た
。

　

大
迫
力
の
２
０
０
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー

ン
３
Ｄ
映
像
で
「
奥
の
細
道
」
を
巡
っ

た
。
館
内
を
見
学
し
た
り
、
水
門
川
散

策
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
。

　

次
の
見
学
地
は
関
ケ
原
に
あ
る
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
胡
麻
の
郷
」。
ゴ
マ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ゴ
マ
文
化
・
パ
ワ
ー
・

魅
力
・
効
果
な
ど
学
習
し
、
何
種
類
も

の
中
か
ら
お
土
産
を
選
ん
だ
。

　

昼
食
後
は
長
浜
市
の
黒
壁
ス
ク
エ
ア

を
散
策
し
た
。
二
〇
二
六
年
の
大
河
ド

ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
ゆ
か
り
の
地
だ
。

長
浜
ま
ち
歩
き
地
図
を
持
ち
、
散
策
！！

黒
壁
ガ
ラ
ス
館
、
曳
山
博
物
館
、
通
り

の
両
側
の
店
舗
な
ど
飽
き
る
こ
と
な

く
、
一
時
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ

た
。

　

バ
ス
の
窓
か
ら
紅
葉
を
楽
し
み
、
ま

だ
雪
の
な
い
伊
吹
山
を
後
に
し
て
帰
路

に
着
い
た
。

　
山
本
霞
村
は
、
明
治
二
十
六
（
一
九
〇

四
）
年
に
東
京
都
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
国

の
技
術
者
と
し
て
運
輸
省
を
退
官
後
、
農

林
省
鍋
田
干
拓
事
業
の
技
術
指
導
に
当
た

り
ま
し
た
が
、
干
拓
事
業
完
成
間
近
の
昭

和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
に
、
前
ケ
須
に

あ
っ
た
工
事
関
係
者
の
「
白
南
風
寮
」
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
霞
村
は
、
こ
の
寮
で
職
員
な
ど
有
志
が

集
ま
り
毎
月
開
か
れ
た
「
う
し
ほ
」
と
呼

ば
れ
る
句
会
の
講
師
を
務
め
、
そ
の
回
数

は
百
回
以
上
に
及
び
ま
し
た
。

　
野
を
吾
れ
に

　
　
　
あ
づ
け
て
雲
雀

　
　
　
　
　
天
に
啼
く
　
霞
村

　
こ
の
句
碑
は
、昭
和
三
十
一（
一
九
五
六
）

年
に
鍋
田
干
拓
の
南
端
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
碑
の
側
面
に
は
物
故
者
八
名
の
名
が
、

裏
面
に
は
「
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
九
日

う
し
を
吟
社
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
鍋
田
干
拓
事
業
は
、
戦
後
の
食
糧
増
産

と
失
業
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
国
営
事
業

で
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
に
は
農
林
省
建

設
青
年
隊
と
愛
知
県
開
拓
講
習
生
が
入
植

し
ま
し
た
。
殉
職
者
や
物
故
者
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
干
拓
の
完
成
を
記
念
し
、
俳

句
の
会
が
発
起
人
と
な
っ
て
句
碑
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）年
の
伊
勢
湾

台
風
で
鍋
田
干
拓
が
崩
壊
し
、
こ
の
句
碑

も
流
失
し
ま
し
た
が
、
干
拓
の
復
興
と
と

も
に
見
つ
か
り
元
の
場
所
に
復
元
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
鍋
田
南
部
第
二
排
水
機
場

の
整
備
に
伴
い
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
鍋
田
は
、
か
つ
て
江
戸
時
代
に
新
田
開

発
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
水
害
や
地
震
に

よ
っ
て
亡
所
と
な
り
、
昭
和
に
再
び
開
発

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
八
穂
、六
野
、上
野

な
ど
当
時
の
地
名
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
【
参
考
】　
弥
富
文
学
研
究
会
編

　
　
　
　
　
　
『
弥
富
文
学
散
歩
』

　
　
◆
弥
富
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
℡
０
５
６
７
（
６
５
）
４
３
５
５

諸
田
　
秋
夫

文
化
協
会
副
会
長

芭
蕉
・
豊
臣
兄
弟

ゆ
か
り
の
地
へ

「むすびの地」に咲くバショウの花

黒壁スクエア　ガラス館

◆ 

奥
の
細
道
　
む
す
び
の
地

◆ 

胡
麻
の
郷

◆ 

黒
壁
ス
ク
エ
ア
散
策

　
　
　
　
　（
歴
史
的
建
造
物
）

文
化
協
会

研
修
旅
行
記

郷
土
の
文
化
人

郷
土
の
文
化
人

山
本
霞
村
か

や
ま
も
と

そ
ん

し
ら
は
え

わ

な ひ
ば
り

潮
見
台
霊
園

東
端
に
あ
る
句
碑

伊
勢
湾
台
風

復
興
住
宅
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編集委員　◎戸谷則子・伊藤晴美・鬼頭正明・太田典子・鈴木由美・伊藤惇子・永田照子

㈠ 

第
３８
回
市
民
文
化
展

　
と　
　
き　
４
月
１０
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
〜
４
月
１２
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
第
一
多
目
的
室
ほ
か

㈡ 

春
の
特
別
企
画
講
習
会

　
と　
　
き　
４
月
４
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
〜
５
月
８
日（
金
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ほ
か

㈢ 

第
３８
回
洋
邦
楽
舞
発
表
会

　
と　
　
き　
４
月
１１
日（
土
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
出　
　
演　
洋
楽
・
邦
楽
・
舞
踊

　
　
　
　
　
　
各
団
体
・
弥
富
北
中
学

　
　
　
　
　
　
校
吹
奏
楽
部

㈣ 

藤
見
の
会

　
と　
　
き　
４
月
２５
日（
土
）

　
と  

こ  

ろ　
森
津
の
藤
公
園

　
　
　
　
　
　
お
茶
会
・
伝
統
芸
能

㈤ 

文
化
協
会
総
会

　
と　
　
き　
４
月
２３
日（
木
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
参　
　
加　
各
部
長
と
部
員
一
名

㈥ 

市
民
俳
句
大
会
作
品
募
集

　
と　
　
き　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
〜
８
月
３１
日（
月
）

　
投
句
場
所　
社
教
セ
ン
タ
ー
ほ
か

㈦ 

『
や
と
み
文
協
』
第
３９
号

　
と　
　
き　
９
月
発
行

文
化
協
会
行
事
予
定

文
化
協
会
行
事
予
定

令
和
８
年
度（
上
期
）

令
和
８
年
度（
上
期
）

【
聖
観
音
菩
薩
】

　
　
　
　
　
北
野　
泰
弘

【
木
漏
れ
日
】

　
　
　
　
　
島
田
美
恵
子

【
春
の
つ
り
ば
し
】

　
　
　
　
　
中
島　
矩
子

【
梅
冬
風
景
】

　
　
　
　
　
諸
田　
秋
夫

【
線
と
墨
】

　
　
　
　
　
山
本　
克
志

水墨画
【
水
浴
び
ス
ッ
キ
リ
】

　
　
　
　
　
鬼
頭　
正
明

【
名
古
屋
港
花
火
十
年
記
念

一
万
三
千
発
壮
大
花
火
】

　
　
　
　
　
珠
島　
範
男

【
お
て
て
繋
い
で
】

　
　
　
　
　
羽
根　
和
代

【
子
供
歌
舞
伎
妖
艶
】

　
　
　
　
　
羽
根　
靖
二

写真
【
ド
ラ
イ
ブ 

ゴ
ー
】

　
　
　
　
　
加
藤　
布
恵

【Sea W
orld

】

　
　
　
　
　
𠮷
田　
直
美

洋画
【
バ
ラ
の
蓋
付
菓
子
器
】

　
　
　
　
　
小
林　
福
子

【
大
皿
（
海
と
空
）】

　
　
　
　
　
縄
田　
満
江

陶芸

【子供歌舞伎妖艶】
羽根靖二

トピ クス
令和8年1月20日㈫～ 1月25日㈰　弥富市文化協会から13の作品が入選しました 新カテゴリー

写真部門

　お手持ちの一眼レフカメラ・コンデジ・スマホなどでお気に入りの写真を撮ってみませんか。
　和気あいあいとした雰囲気で、毎月第2木曜日に十四山福祉センターでの月例会や季節の
花木・風景・街並みなどの撮影会 （年4,５回）と楽しい催しが盛り沢山です。
　作品の展示を社教センター・図書館・JA（十四山・鍋田）といろいろなステ
ージでの発表ができます。興味のある方、連絡をお待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　珠島範男

マイ・ピクチャー倶楽部
●問い合わせ先
　社教センター事務局
　TEL 0567-65-0002

写真好
きの

　仲間
集まれ

!!マイ・ピクチャー倶楽部 部員募集中！

コーラス十四山を指揮する服部勇二先生詩吟部①　大谷文化協会元会長　百歳のお祝い

歌謡舞踊部　小紅会十四山民踊クラブの十四山音頭10周年記念　北川桜コンサート

洋邦楽舞発表会 （２０１６年〈平成２８年〉～）10年間のベストショット10年間のベストショット

愛知県文連美術展入選作品第50回（令和7年度）


